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L．C．型壷域低周波

　　　登振器の試作

大野昭三・糸川英Jt

　從來川いられているit［’J・1破劃辰翻珂聴1職｝llのビ

ート式獲振器およびRelaxatめn　Os：il］at〔〕rの原理に

よる　CR塗f振器で，　このGlピート式はユOOkc程腰1り

高周波を用い・二つの高ll1」波の周波数の差からrl丁臆周

波を樹・るもの冒（『，　『ド．．・詔i整『丘50、100〔｝Oc．p．s．ヵ≡出せ

る鮎と，原理的に1旺弦波it：得られる利黙1シ」あるが，装

振周波数が不安定．で，これが獲振雑としての致命的欲

陥になる・CR型’では安定度は高く，用波薮も，1∫販の

もので20～30c．p，s．の超低周波ヵ、F，lf［し得るが，原理

的に波形に疑黙がある．．・方周波殿も喬響實巧翁川とし

てはこの範園でま加婦一るカ1，機械系明辰動〔例えば

地震波）を封象とi．た鵬∠E理，？’學ヒの波動（膿波，

心電圖　ど）を一y・：」‘象とする揚合｝」：・1’．1とtlc．p．s．か

ら　10000c．p．s，　ま』で、Z、要『C－，　『C・き，tLlf　lc．p．s．L異一Fの

超低周波微もぽしい・以lt｛：綜合．‘．．るこ，要求きれる

伝馬波襲振器は（1）安定で漿振周波敏が饗化しないこ
と（2）純1旺強鼓を出しf！i，・ること　（L．）1c．p．s．以．ドから
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第1圖　試｛乍低岡波登振雅

　　ノこ登振誰，右電源

　　　　　　釦3岡　獲振器直読電ll写！

10‘，00〔・．p．s．以」：ま『・き蓮績1術にiliし得ること　となる．

纏わ才・凝・蕪働1波川・して働省冠れ・．．、ッ・昌
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L・G暢趨器と．働司波をべ一紐するビート朗瑠｝≒
の組合せによ一ンて以．1：の三要求をだいた．・潮1己寸．る瞬

域剣辰器を試f1Uた・1：‘眞がその奈驚で右卿レノ禎は冠

源部である・第2圖かそのく一囲路囲で，圖r｝1左上o

LICIタンケIFI1路と6C5かr、なる部分は抵抗安定化

ハートL．一「r1路で，Lllよ圖示のような6個の1・ラン
スを切換え＿一ごF皆∫乏白9rこ墾fヒし．，　C：　1よ切換と　rl∫憂」ン．

デンサーの組合・せ『C・1．0！’F～100pF　に鞍fヒ1，　．t．れ

等の組合せ1・厭幾振周波lk・tt・8・・P・s・・；・．・ZU・。・i

c・P・s．まてψ「II腱緬「1罪攣化でき，　tli力CL’）　・．・騎n．二1

3　VD）・1〔’Vのt’：力を制‘る孟．ド部のL・と・・11－i
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第2岡　試作獲振器結線瞳1
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噸欄に柾る緬・・鰍漣働・刷
られ・E［・餌1めて安定である・畝黒占は切換　1
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することであるf”：，七・・トは寓眞〃．ユ：う　r
r　d，　cq’：一あ一．以1、∴研究1［・．　L．C，捜振i

器1．：ラいては帝國趣ll江業永川技師力援　1
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